
今
回
の
統
一
的
研
修
は
当

初
７
月
実
施
を
見
込
ん
で
事

業
計
画
し
、
施
設
手
配
な
ど

準
備
に
入
っ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

第
一
波
等
の
度
重
な
る
襲
来

に
よ
り
、
内
容
と
構
成
を
仕

切
り
直
し
、
恒
例
で
あ
っ
た

総
会
・
懇
親
会
を
伴
う
一
泊

二
日
の
日
程
を
大
幅
変
更
。

「
盛
岡
の
代
表
的
な
周
遊
地

を
盛
り
込
ん
だ
形
で
の
研
修

会
と
し
た
い
」
と
い
う
盛
岡

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
側
の
意
向

を
も
と
に
調
整
。
当
初
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
つ
な
ぎ
温
泉

や
盛
岡
手
づ
く
り
村
を
割
愛

す
る
な
ど
し
、
７
時
間
の
日

帰
り
日
程
に
凝
縮
さ
せ
、
よ

う
や
く
実
施
に
漕
ぎ
着
け
た
。

統
一
的
研
修
の
当
日
は
曇

り
に
時
折
陽
が
差
す
肌
寒
い

天
候
の
中
、
午
前
９
時
前
に

は
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
会
員
が
続
々
と
集
合
。

プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
２
Ｆ
ロ
ビ
ー

特
設
受
付
に
て
、
手
指
消
毒

や
検
温
な
ど
一
連
の
受
付
を

済
ま
せ
た
班
か
ら
順
次
、
出

発
時
刻
の
９
時
３
０
分
を
合

図
に
、
第
一
研
修
「
中
津
川

と
盛
岡
城
コ
ー
ス
」
に
向
け

て
全
４
班
に
分
か
れ
、
盛
岡

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
引
率
で
ツ

ア
ー
に
出
発
。
こ
の
コ
ー
ス

は
、
盛
岡
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド

Ａ
コ
ー
ス
「
啄
木
・
賢
治
青

春
の
道
」
と
「
岩
手
公
園
コ
ー

ス
」
に
手
を
加
え
た
特
別
コ
ー

ス
。
一
行
は
各
班
ご
と
に
新

渡
戸
稲
造
生
家
跡
や
賢
治
の

井
戸
清
水
、
更
に
は
盛
岡
城

本
丸
な
ど
、
中
津
川
両
岸
に

点
在
す
る
見
所
を
巡
り
実
地

研
修
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
用
事
で
来
る
こ
と
が
あ
る

盛
岡
だ
が
、
い
つ
も
は
と
ん

ぼ
返
り
。
今
日
は
、
ガ
イ
ド

さ
ん
の
中
津
川
で
の
子
供
時

代
の
川
遊
び
体
験
談
な
ど
、

こ
の
地
の
ガ
イ
ド
な
ら
で
は

の
話
も
聞
け
た
。
都
会
の
ガ

イ
ド
コ
ー
ス
と
い
う
印
象
も

受
け
た
。
」
な
ど
の
感
想
も
。

盛
岡
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
広
報

班
も
要
所
要
所
で
研
修
風
景

や
集
合
写
真
な
ど
を
撮
影
。

交
通
安
全
な
ど
に
も
配
慮
し

つ
つ
研
修
は
順
調
に
進
行
し

た
。
前
半
の
第
一
研
修
が
終

了
す
る
と
、
一
行
は
バ
ス
に

分
乗
し
、
盛
岡
城
の
歴
史
に

つ
い
て
の
車
中
ガ
イ
ド
を
受

け
な
が
ら
、
一
路
、
郊
外
を

抜
け
小
岩
井
農
場
へ
。
今
回

の
バ
ス
は
５
５
人
乗
り
大
型

バ
ス
に
２
０
名
余
り
が
二
台

に
分
乗
、
二
人
掛
け
座
席
に

一
名
ず
つ
が
交
互
に
着
座
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対

応
乗
車
も
経
験
。
か
わ
っ
て

昼
食
後
の
第
二
研
修
は
、
産

業
観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞

「
観
光
庁
長
官
賞
」
な
ど
多

数
受
賞
の
ガ
イ
ド
付
き
バ
ス

ツ
ア
ー
「
小
岩
井
農
場
め
ぐ

り
」
に
臨
ん
だ
。
こ
の
ツ
ア
ー

は
、
現
役
で
使
用
し
て
い
る

重
要
文
化
財
２
１
棟
を
保
有

し
、
自
ら
も
イ
コ
モ
ス
２
０

世
紀
遺
産
で
あ
る
小
岩
井
農

場
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な

ど
先
進
の
施
設
も
併
せ
て
案

内
す
る
人
気
の
ツ
ア
ー
。
今

回
参
加
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
も
、
民

間
の
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
を
観
察

し
体
験
す
る
好
機
と
も
な
っ

た
。
乗
り
込
ん
で
き
た
小
岩

井
農
場
の
ガ
イ
ド
は
、
明
治

開
拓
時
代
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

で
自
己
紹
介
。
コ
ー
ス
は
、

本
部
棟
か
ら
始
ま
り
、
農
場

誕
生
由
来
の
旧
網
張
街
道
、

農
場
生
え
抜
き
の
乳
牛
を
搾

乳
す
る
上
丸
牛
舎
、
天
然
冷

蔵
庫
な
ど
、
重
要
文
化
財
群

を
バ
ス
に
消
毒
の
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
つ
つ
進
行
。
飼
育
さ

れ
る
動
物
の
排
泄
物
を
微
生

物
発
酵
さ
せ
た
ガ
ス
で
発↙

電
す
る
一
方
で
完
熟
堆
肥
を

同
時
製
造
す
る
バ
イ
オ
マ
ス

パ
ワ
ー
施
設
等
を
見
学
し
終

了
。
ガ
イ
ド
は
、
農
場
の
今

昔
を
多
彩
な
資
料
と
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
巧
み
な
話
術
で

魅
了
し
、
「
初
め
て
見
た
場

内
に
び
っ
く
り
。
な
つ
か
し

さ
と
大
変
さ
を
思
い
出
し
た
。
」

「
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い

施
設
に
感
激
。
建
物
が
今
で

も
現
役
使
用
と
い
う
点
も
驚

き
。
」
「
地
元
の
宝
と
し
て

内
外
の
方
々
に
伝
え
た
い
。
」

な
ど
参
加
者
か
ら
は
大
き
な

反
響
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
バ
ス
は
盛
岡
駅
西

口
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
経
由

し
盛
岡
市
内
丸
の
も
り
お
か

歴
史
文
化
館
前
に
到
着
、
ツ

ア
ー
を
散
会
し
た
参
加
者
ら

は
再
会
を
約
束
し
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
帰
途
に
つ
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
翻
弄
さ
れ
た

事
務
局
業
務
で
、
皆
様
に
は

総
会
、
研
修
会
共
に
大
幅
に

事
業
執
行
が
遅
れ
ま
し
た
事
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
お
詫
び

申
上
げ
ま
す
。
本
来
で
あ
れ

ば
奥
座
敷
つ
な
ぎ
温
泉
郷
で

の
楽
し
い
懇
親
会
な
ど
お
楽

し
み
頂
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
お
赦
し
下
さ
い
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
等
、
環
境
の
好
転
を

待
ち
つ
つ
来
春
か
ら
の
東
北

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
大
型
イ
ベ
ン

ト
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
（
Ｔ
）
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令和2年度統一的研修開催

会
員
４
３
名
が
元
気
に
研
修

下の橋擬宝珠前にてガイドを受ける参加者

盛
岡
と
小
岩
井
で

岩
手
県
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会
恒
例
の
「
統
一
的
研
修
会
」
が
、
去
る

十
一
月
十
六
日
、
今
期
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
、
盛
岡
市
を
中
心
に
開
催
。
県
内
１
２
団
体
４

３
名
が
集
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
の
も
と
ガ
イ
ド
研
修
に
臨
み
旧
交
を
温
め
た
。

厳

選
し

た

素

材
で

知

ら

れ
る

山

麓

館
農

場

レ

ス
ト

ラ

ン

名
物

の

和

風
ハ

ン

バ

ー
グ

弁

当

。
レ

ス

ト
ラ
ン
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、
ア
ク
リ
ル
仕
切
り
の
清

潔
な
テ
ー
ブ
ル
で
の
会
食
。

全
員
ま
ず
は
会
話
を
慎
み
食

事
に
集
中
、
「
静
か
な
」
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
と
な
っ
た
が
、

「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
お
い
し
く

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
こ

と
が
で
き
た
。
」
と
い
う
声

も
あ
り
大
好
評
で
し
た
。

今回は、新型コロナウィ

ルス感染症対策として、

ガイドが客との一定の距

離を保ちながら明瞭な音

声で引率できる無線機

「トラベルイヤホン」を

体験することも大きな目

玉の一つ。最初はチャン

ネル合わせや音量確認な

どわずかに手間取ったが

実際の路上街頭でのスムーズな聞き取

り・意思疎通を参加者は体験した。

「最低音でも少し音量が高く感じるほ

どで、ガイドさんに近づかなくても音

声が聞こえるので景色を見ながらゆっ

くり散策できた。」などの感想も聞か

れた。元々は空港や工場見学や登山な

ど、一定の人数を引率する場面用に開

発された機器で、通信距離は半径１０

０ｍ以内、電池は１５時間以上持続可

能、デジタル通信方式により音声は明

瞭で聞き取りやすい。また、通信は、

１６チャンネルから選べ、混雑する現

場で複数班混在のガイド時でも混信し

ない。◆問合せは、北日本通信株式会

社(盛岡市)✉morioka-1@kitanihon-t.

co.jp ☎019-652-5000 担当:菊地様

ト
ラ
ベ
ル
イ
ヤ
ホ
ン
で
コ
ロ
ナ
対
策
を

あ
と
が
き

駆
け
足
で
め
ぐ
っ
た
盛
岡
の
旅

一
日
で
２
コ
ー
ス

農
場
内
で
発
生
の
排
泄
物
を
発
酵

ガ
ス
発
電
と
肥
料
で
循
環
利
用

注目

距離を保ち明瞭案内
(画像:(株)エアサーブ)

「
牛
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

環
境
で
育
て
る
の
が
大
切
」

和風ハンバーグ弁当

農場内のガス発電施設

自由放牧の牛舎は搾乳まで
一貫したルート設計

山麓館ランチタイム

距離を保って
ガイドもお客も安心

コロナニモ負ケズ
使
っ
て
み
ま
し
た
！

全員で記念撮影(小岩井農場・牛丸牛舎前)
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